
令和２年度 第１回湖南市立図書館図書館協議会 会議録 

 

■開催日時  令和２年７月３日（金） 午後４時 00分～５時 30 分 

■開催場所  湖南市立甲西図書館 ２階視聴覚室 

■出 席 者  図書館協議会委員 10 人 

教育長、事務局３人 

■傍 聴 人  なし 

■開  会 

［市民憲章唱和］ 

［あいさつ］ 教育長 

［委員自己紹介］ 

［職員紹介］ 

■議  事  １）令和元年度湖南市立図書館事業実績報告について 

       ２）令和２年度湖南市立図書館の事業方針について 

       ３）その他 

議長 それではさっそく議事１の令和元年度湖南市立図書館事業実績報告を事務局からよろしくお

願いします。 

事務局 今回の会議は新型コロナウイルス感染拡大予防のため、１時間程度で終了するように指示さ

れていますので、ご了承ください。 

「令和元年度湖南市立図書館事業実績報告」（資料①） 

「令和２年度湖南市立図書館事業実績報告（第１四半期）」（当日配布資料） 

に基づき説明。 

令和２年度になってから新型コロナウイルス感染拡大予防のため集会行事はできておりませ

ん。何とかこれが形を変えてでもできればと思っております。 

議長 今の事業実績報告について、ご意見ご質問をお一人ずつ順番にお願いします。時間もないで

すので、事務局からの回答は一括でお願いします。 

委員 電子書籍はどういう契約形態で購入しているのでしょうか。 

委員 コロナの影響により、事業実績は過去と比べるのが難しくなりました。より安全に、いろん

なかたのためになる図書館にするために考えていることがあれば教えていただきたいです。 

委員 学校も再開しましたが、長期間の休みで子どもたちはいろんな不安を抱えていますが、学校

図書館は子どもたちにとって癒しの場となっています。安全に、子どもたちを丸ごと受け止め

られる図書館経営を目指しているのですが、そのために今年度の事業方針を教えていただきた

いです。 

委員 本の除籍はどのような基準でされているのでしょうか。古くなっても残しておきたいなと思

う本もあると思いますので。 

委員 子どもが小さいときによく利用していました。最近は仕事などで忙しく 10年ぶりくらいに来

ました。電子図書館はいつから入ったのでしょうか。広報に目を通していたつもりですが、お

知らせされたりしていたのでしょうか。見逃していたかもしれないので、私みたいな人がいっ

ぱいいるのではないでしょうか。 

委員 私はよく石部図書館を利用するが、報告を聞くと甲西図書館の方が人数も貸出冊数も多い。



なにか改善する方法はないかと思いますが名案が思い浮かびません。事務局からも提案してい

ただきたいです。 

委員 実利用者はこんなものなのかと感じました。全国的にもそうなのでしょうか。 

また、書庫と開架室にある本の入替基準は何なのでしょうか。 

コロナで図書館の滞在時間が 30 分になって、本をゆっくり見て選ぶことができなくなりまし

た。それに代わる方法を考えているのでしょうか。 

委員 この数字が良いのか悪いのかが分かりません。目標値があって実績、改善点ではないのでし

ょうか。図書館としてどのようにしていきたいのか、どのようになりたいのかが見えないのが

残念です。目標値があるべきではないでしょうか。 

また、甲西図書館と石部図書館では規模は２：１くらいで利用は３：１くらいになっていま

すが、これが妥当なのでしょうか。甲西図書館・石部図書館はどういう位置づけでどう補完し

あっているのでしょうか。 

委員 一昨年度に比べてこの本離れの中よく頑張っていると思いました。コロナの中、大人も子ど

ももパソコンに向かってしまったのが残念です。本に向かってもらうチャンスではないでしょ

うか。 

議長 それでは時間の関係もありますので、事務局にはまとめられるところと個別にお話しいただ

くところを分けていただいて回答をお願いします。 

事務局 これからのことですが、資料③令和２年度における湖南市教育の取組重点事項をご覧くださ

い。キーワードとして今までは「集う」「交わる」でしたが、コロナで「非来館型」「分散型利

用」になり、「非来館型」でアウトリーチサービスや電子図書館を、「分散型利用」で甲西図書

館・石部図書館・移動図書館車の２館１車体制をすすめていくことになりました。甲西図書館

と石部図書館の違いは、例えると甲西図書館は大型ショッピングセンター、石部図書館がコン

ビニで普段使いと考えています。また、休館日も違うので甲西図書館が休みの日は石部図書館

を利用いただく、また逆も、来館が無理なかたについては移動図書館車マツゾウくんを利用い

ただくと考えており、他の方法も検討中です。 

除籍や書庫と開架の基準については、１つは古いものになります。例えば、旅行・経済・法

律などになります。また季節的なもの、例えば七夕や節分、ひなまつりなどは季節に合わせて

開架と書庫を入れ替えています。今は梅、梅酒や梅干しの漬け方の本をたくさん開架に出して

います。ただ、書庫に上げて終わりではなく、開架の利用状況や注目を見て交換しています。

例えば死亡されたり賞を受賞されたりして注目されたとき、先日は野村克也さんが亡くなられ

たときに野村さんの本を書庫からたくさん開架に出して借りていただきました。また、物理的

に古くなったものや汚れてしまったもの、古くなったものについては除籍し、リサイクルして

います。 

他の図書館と比べてということですと日本図書館協会が出している図書館年鑑を見ますと、

人口５万人未満、６万人未満、８万人未満…と人口別に掲載されています。湖南市立図書館は

人口６万人未満に該当し、一昨年は貸出数が全国で 13番です。ですが、当館より上位に県内の

野洲図書館と高島市立図書館が入っています。蔵書数は全国８番、資料決算額は 16番となって

います。 

電子図書館はＰＲが充分でないとご指摘いただき申し訳ありません。2018 年 11 月７日から

開始し、県下で初めて導入したため、新聞やＴＶにたくさん載りました。定期的に広報してい



ますが、難しいイメージがあるのかなと思ったりしています。 

コロナによりステイホームと言われ、図書館の開館を待ち焦がれたという意見をいろいろな

新聞・報道がされていましたし。再開館日にはたくさん利用いただきましたし、臨時休館開始

前日は約 3,800 冊貸出があり、甲西図書館の近年の利用で一番多かったです。休館中も「まだ

開かないのか」というお叱りと「待っているよ」という励ましをたくさんいただきました。私

たちも図書館の利用を呼び掛けていきたいと考えておりますし、みなさまのご協力も頂きたい

と考えています。 

また回答が漏れている部分や、他に意見がありましたら個別に回答させていただきます。 

議長  それでは、令和２年度湖南市立図書館の事業方針について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 先ほどの回答でも触れさせていただきましたが、資料③令和２年度における湖南市教育の取

組重点事項になります。 

①コロナウイルスとの関係 

②「自学自習」、この状況の中でどのように子どもたちに学力保障をしていくのか、 学校に

行きづらい子にどう対応していくのか図書館でも工夫を。GIGA スクール等にどういう形で

学校教育に社会教育・生涯教育がどう関わっていくのか、図書館でできることを考えてい

く 

ようなことを今年度は手探りではありますが、させていただきたいと考えています。 

議長 それでは時間もないので、事業方針も含めてお一人ずつ意見をお願いします。 

委員 資料③令和２年度における湖南市教育の取組重点事項の５.大規模改修とはどういうことな

のでしょうか 

事務局 甲西図書館は築 30年を過ぎていますが、雨漏りや壁にクランクがあります。昨年コンクリー

トの酸性化を調べたところまだまだ大丈夫という結果で、市としてこの建物をあと 20 年～30

年使っていきたいという方針ですので、今年度はまず外壁と屋上の改修を秋から冬にかけて利

用者のかたには迷惑をかけることになりますが、実施を予定しており、現在そのための設計を

しています。改修時には休館も必要になるかなとも思っています。また、具体的なことは次回

協議会時に説明できるかと思います。 

議長 耐震については大丈夫なのでしょうか。 

事務局 耐震については現在の建築基準法施行後に図書館ができていますので大丈夫です。 

委員 以前にここが借地であるという問題があったという話があったと思うのですが、しばらくは

この場所にあるということでいいのでしょうか。 

事務局 一昨年甲西図書館の土地の私有地部分を購入しましたので、図書館の土地は全て市有地にな

りました。ですので、市はこの場所でこの建物で頑張れという方針です。 

委員 資料③令和２年度における湖南市教育の取組重点事項のうち、学校教育課や生涯学習課に対

して図書館がどのようにフォローアップするのでしょうか。記載されているのは検討・実施ば

かりになっていて具体性に欠けていると思います。 

また、電子図書館の充実とありますが、実際すでにあるものなのでしょうか。 

事務局 重点目標については他課に比べて抽象的になっているかもしれません。申し訳ありません。 

電子図書館は見えるものではなく、バーチャルで本当にある物ではありません。2018 年 11 月

から導入しました。読むには初回に手続きが必要ですが、24 時間どこででも読むことができま

すので、非来館型サービスをとして位置付けています。ただ、もう少しＰＲして、利用者に使



いやすい形で提供できたらと考えております。 

委員 あと数週間で夏休みに入ります。この休校期間家で学習するということになり、家族が一緒

にいてしてくださる家庭もあれば、そういうことが難しい家庭もありました。今後第２波の到

来も予想されますが、今までのワークしてからの学校という形から脱却し、自分がやりたいこ

とを見つけて集中してどっぷりやるということをしたいと考えており、図書館を使うというこ

ともあります。子どもたちが自学自習に対応できるスペースの環境設定をしていただけたらと

思います。 

事務局 教育長からもその点については指示が出ています。 

また、本日配布しました「図書館使った調べる学習コンクール」についてですが、調べるお

手伝いをする日を数日設ける予定です。 

また、ホームページの中に主題別のリストを作成する予定です。 

臨時休館中は来館時間が短時間でできるサービスとして、予約資料のみ貸出しており、その

受付はメール・電話・ＦＡＸでしていました。また、予約時に具体的な資料名を挙げなくても、

例えば「リンゴのジャムの作り方の本」「ジャガイモの調理法」のような問い合わせについても

対応させていただきました。ただ、そのサービスについて休館中に充分なＰＲができていませ

んでした。 

委員 それは個別の本のリクエストというよりはレファレンス、利用相談が電話でできるというこ

とですね。 

事務局 はい、そうです。リクエストいただいた内容によってはやり取りが必要になる場合もありま

す。 

委員 図書館が閉館している間、京都と滋賀県の知人の本屋ではドリルと児童書がすごい売上があ

ったと聞きました。次に同じようになったときに図書館が目に見えて安全安心な場所と言える

ような場所になってほしいです。新聞に紫外線でする本の消毒機について掲載がされていまし

たが検討されているのでしょうか。 

事務局 消毒機については６月議会で議員から質問がありました。現在図書の消毒機を導入している

のは、県内では草津のみですが、八日市と栗東が発注中と聞いています。大きなもので６冊用、

１回１～２分かかりますので、職員が全ての本を消毒するのは無理です。草津も希望する利用

者が借りた後に自身で消毒されており、消毒機の利用が数％増えていると聞いています。ただ、

他のウイルスやごみに対して効果があることは実証されていますが、コロナウイルスについて

はまだ実証されていないため、検討はしていますがすぐの購入は考えていないと答弁していま

す。また、導入するには大きいものは韓国製しかなく、注文してから納入までに時間がかかる

と聞いていますし、費用も 100 万円くらいかかる状況ですので、複数台導入するのは難しいで

す。 

委員 新聞で本の福袋についての記事を見ました。子どもたちは目についた本しか読まないので、

そういう貸出もしてもらえたら普段は手に取らない本や司書が読んでほしいと思う本を手に取

ってもらえるきっかけになるのではないでしょうか。 

事務局 福袋については館内でも議論になりました。図書館が全てを決めて、言い方は悪いですが利

用者にあてがうのがいいのかと。導入するにしても主題を決めて袋に入れ、どの主題の福袋を

選ぶかは利用者に決めていただく、最後選んでいただくのは利用者という形にしたいとなりま

した。ただ、どういう福袋を出すかについては、もう少し検討の余地があると考えています。 



委員 現在館内の椅子を撤去されているが、高齢者には椅子がないと本や新聞を読むときに姿勢が

しんどいです。椅子はいつ頃設置されるのでしょうか。 

事務局  椅子を館内に設置するかどうかについては全国の図書館でいろんな意見がでました。とにか

く滞在時間を短くしていただく中でどんなサービスができるかということで、湖南市立図書館

では再開館した際、滞在時間を 30 分以内にしていただくということで館内の椅子はすべて撤去

しました。現在は一部だけ設置しています。７月中旬くらいで椅子を増やす方向で考えてはい

ますが、東京や大津市でコロナ感染者数が増加しているため、現状では椅子の設置がいつから

できるかお伝え出来ない状況です。 

委員  電子図書館についてですが、印刷できる電子ブックがありますが、原理的には図書館に入れ

ることができるので検討の余地はあるのではないでしょうか。 

 また、分散型利用では、まちづくりセンターで本を受け取れるようにしたり、棚を借りて福

袋コーナーを作れれば、車に乗らない人も近所にあるので利用できるのではないでしょうか。 

 郵送方式は放送大学図書館も全国でしていたので、不可能ではないと思います。 

事務局 公共図書館の電子図書館で印刷できる電子ブックが存在するかどうかについては分かりませ

んので、調べさせていただきます。 

まちづくりセンターでのサービス提供については、指定管理施設になりますので個人の情報

を守る観点において貸出については現実には難しく、移動図書館車の利用でカバーするしかな

いと思っています。ただ、返却については、誰が何を借りたか分からない状態にし、まちづく

りセンターで返却するサービスをすでにしています。 

郵送方式は受益者負担の考えもあり、障がいがある人へのサービスを含めて現在検討をして

います。できるだけ早く市民に提示したいと考えています。 

議長 それでは時間も来ましたので、これで終了させていただきます。委員のみなさまにはいろい

ろ図書館に意見を伝えていただき、図書館はいろいろ試していただき、前向きに進めていただ

きたいと思います。 

事務局 次回は 11 月 13 日（金）午後４時から甲西図書館で開催させていただきます。よろしくお願

いします。 

また、普段から気軽にご意見を頂けたらと思っておりますのでよろしくお願いします。 

本日はありがとうございました。 

 


